
 

 

 

 

 

 

 

エコバウの自然 
健康素材リフォ-ム
の仕様って？ 

を天井･壁・床下地材 
しています。 

オプションで 
としてご用意 

  を標準で使用します。 
合板のフローリングは使用しません。 
針葉樹は木内部に空気を多く含み温かみある
部屋に変わります。 
広葉樹は経年変化の美しい材です。 
塗装は自然塗料以外は水性・油性問わずおすすめ
していません。自分でも簡単に塗れるドイツ・ 
リボス自然健康塗料や愛知県産の久米蔵塗料をオ 
プションでご用意しています。 
 

 

コンクリートから発生する多量のラドンと湿気を 
考えベタ基礎ではなく布基礎を使用します。 
床下にはオプションで調湿材(木炭・ゼオライト)や 

青森ヒバ油 100％自然素材の防蟻剤をご用意しています。 

 
 

有害物質の吸着・除去・消臭効果・遠赤外線･防虫効果・電磁波吸収・
マイナスイオン等を発生します。 
通気・密着性に優れ様々な場所にも塗布できます。廃棄時にも人体
に有害なダイオキシンなどの物質は出しません。 

 

標準で、ロックウール(鉱物資源)を使用します。 
オプションでより製造と環境負荷の低いウール 
ブレス(羊毛)やセルロスファイバー(再生古紙)を使った断熱方法で 
施工可能です。 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 エコ素材＆耐震が標準。庭に１０㎡の増改築プランです。 

 内装エコロジ-建材＆耐震が標準のお部屋です。内装仕上に化学物質を含まない大変､安全でお得な増改築プラン。 

    お得なエコロジ-建材を多用した増築の特別企画                         
エコ内装標準仕様 床：無垢板フロ-リング 天井＆壁：エコクロス(ドイツ：オガファ-ザ-) 

                         腰壁：無垢羽目板（針葉樹）モ-ル：栂（針葉樹）など 

       

隠れた下地～もっとエコ仕様でオプションしたい ⇒ 必要に応じ追加してみましょう。 

例：●天井・壁下地材⇒クリンボードに＋２万円 ●床下地材⇒杉板に変更＋２万円 ●断熱材⇒羊毛に変更＋５万円 ●床下防蟻剤⇒青森ヒバ油/ 

ホウ酸 100%に変更＋３万円 ●床壁天井の全ての下地材⇒炭塗料＋７万円 ●床⇒桐のフロ-リングに＋６万円 ●仕上塗料：ドイツリボス 

塗料 or 久米蔵古色塗料＋８万円   (オプションは必需品ではありません。参考費用とお考えください。必要に応じてご相談下さい。) 

  

 

 

基礎：耐震用ホ-ルダウン標準施工 
 

 

 

･筋交いを入れます。 

･標準で耐震用ホールダウン金物が入ります。 

 

 

 

は腰壁が標準で羽目板を張ります。 
モールも標準で無垢材を使用します。腰壁から上には 
大豆インクの新聞古紙に針葉樹の間伐材をすき込んだ 

リサイクル紙クロスを使用します。壁紙を貼る 
    は自然素材のでんぷん糊なので安心です。 

塩化ビニールクロスは１００％使用しません。
オプションとして漆喰・火山灰・鹿沼土の左官塗りもお
すすめしています。珪藻土は１００％自然素材のものが
無くバインダー(接着剤)として石油樹脂が混入している
ため、お勧めしていません。 
 

 

 

 

アップルは・建設業許可法人(般-第 22168 号)･二級建築士事務所(登録 B 第 4088 号)･住宅金融公庫住宅調査登録建築士事務所(第 16090044 号)

 シックハウス診断士協会(一級)登録業者(第 08006 号)･知事認定・栃木県震災建物応急危険度判定士所属事務所(第 520 号)です。 



 

 

 

 

 
 

 

山梨県塩山市から１９０年余の土蔵が移築され伝統的な貫工法で新民家が誕生しました。古材の構

造材には欅・松が多用され、新材に桧と杉を生かした住居であると同時に断熱対策などに最新の技

術を融和して再生されました。パッシブソーラーによる全体熱還流、窓は、木製内建具とアルミ枠

高断熱ペアガラスでの断熱対策。古来の伝統的な木材保存･塗料･古色として柿渋･漆･ベンガラ･蜜

蝋を、壁の仕上げに土佐漆喰を使用した温故知新の見事な新民家の完成です。 

 

事例:After (例：キッチンの天井に) 

暗く、寒かった土蔵は ⇒ 古材と最新の技術が融合した新民家として見事に現在に再生しました。 

古民家の構造 ： 貫工法･･在来工法のような筋交い

と壁の構造ではなくて貫というものが柱間に入ります。 

くさびで留め内部から状態が判ります。 

仕口・継手･･柱や梁の接合部分を仕口・継手とよび、 

込み栓は手作業でおこない金物類は使用しません。 

土蔵だったために古材の柱元は腐食していましたので 

根継ぎという方法で補修しています。 

床は30㎜杉板、15㎜の桧縁甲板を、壁は土佐漆喰を使用しています。 

サッシは断熱性に優れた旭硝子の防犯 Low-e ペアガラス｡ 

電気配線は全てエコケーブルです。水廻りは、業務用のコンロと古材を 

扉に活用したキッチン台、玉石とサワラを使った風呂、殺菌力の強い 

漆喰壁をトイレに活用。 

リフォームアップルは日本の住文化としての民家の再生・保存・リサイクルをすすめ資源循環型社会を実現するため社会的啓発を行い 

具体的な諸活動を展開する NPO 法人「日本民家再生リサイクル協会」の法人会員です。詳しくは弊社ホームページをご覧ください。 

 

 

古材から作ったキッチン 

 

   

 

 

冬には高窓から取り入れた日射を 

床で蓄熱させ二階へ熱還流させます。 

ストーブ 1 台で 1階の廊下から屋根 

裏へ、ファンで下へまた、循環させます。 

外壁は貫の外側に外張り断熱し塗り 

壁で仕上してあります。 

 

 
 

  
板戸を一部に使ったり(左)、そのまま引戸に使ったり(右)壊さず再生し使い

続けることができます。 

   

本格的に古民家をほどき、移築しなくても、もっとライトな感覚で古材を 
生活の中で活用してみましょう。 たとえば､庭に 「いろりの部屋」 や 

「茶室」・古民家風の 「アトリエ」 などはいかがでしょう。 
二階の 「使わなくなった部屋」を古民家風にアレンジしてもいいでしょう。 

厳格なエコロジストではなく､気楽にライトに生活を楽しみたいチルチン人 
や LOHAS な生活。…そんな人々が急増しています。 

リフォームアップル自治大医店 大竹清彦 

 

 

 

 

 


